
バイオの散歩道

留学できる語学力はないが海外で暮らしたい、農業の技

術や知識を活かした海外経験がしたい、外国の農業をこの

目で見たい…そんな希望を叶えるプログラムがある。公益社

団法人・国際農業者交流協会が1952年から実施している海

外農業研修プログラムがそれだ。

アメリカ合衆国で19か月、農業の専門学習と実習を行うア

メリカコースと、デンマーク・ドイツ・スイス・オランダのいずれかで

13か月の農場実習を行うヨーロッパコースがある。いずれも渡

航前に合宿型の講習があり、欧州コースの場合、毎年9月の

選考に合格すると、10月に水戸市の日本農業実践学園で2

週間、また渡航前の翌年2月に代々木のオリンピック青少年セ

ンターで1週間、語学や海外生活の心構えを学ぶ。私はこのう

ち水戸で6日間と代々木で4日間、ドイツ・スイスに渡航する研

修生にドイツ語を教えている。1日6時間、計60時間の集中講

義の他、待機期間と呼ばれる10月から2月の間は課題の添削

指導も行って、自発的かつ継続的な学習を支援している。

毎年全国各地から、欧州の農業を学ぼうという高い志を

持った若者が参加しており、業種も落葉果樹、露地野菜、花

卉や造園など様々だ。本学農学部の学生も、現在1名がドイ

ツで研修中、来年度も2名がドイツに渡航予定である。

ドイツ語をかじった研修生も例年数名いるが、大半はゼロ
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初夏にフェンスなどに垂れ下がった茂みの中に直径1.5センチほどの小柄なキイチゴの果実を目にするこ
とができる。ナワシロイチゴ（別名サツキイチゴ）である（写真）。このキイチゴは、苗代でイネを育苗している
頃に実をつけることからその名前がついたそうだ。概ね大型連休中に田植えをする今日では時期が合わな
い。その必要がなかった時代には現在よりもかなりの大苗で梅雨時期に田植えを行ったのでナワシロイチゴ
が結実する時期と重なる。当時の農家は田植えの合間にこのキイチゴを口にしたのだろう。このキイチゴは毎
年同じ場所で見ることができるが多年生ではない。根株から伸びる匍匐性の地上茎は数メートルほど成長し、
先端部が接地すると、その場所で新しく発根して娘株を形成する。地上茎は二年目に開花・結実して枯死する。
赤く熟した果実を見ると手を伸ばしたくなるが、安易に手を伸ばしてはいけない。細い枝には鋭い刺があり、
不用意に茂みの中に手を入れると痛い思いをする。熟した果実を口にすると強すぎない甘味、少し強い酸味、
やさしいベリーの香りがする。できれば片掌に山盛りになるまで貯めてから一気に口の中に放りこんで食べて
ほしい。味、香りすべてが強く感じられ「本当の風味」を楽しめるはずだ。野山の小粒な果実はこうして食べる
のが良い。ちまちまと一粒ずつ食べたのでは風味が分からない。
効率よく果実をとれる場所をみつけたら、ジャムを作ると良い。通常ジャムを作るときには砂糖の他に味を
整えるためにレモン汁を加えるがナワシロイチゴではその必要はない。ストロベリー、ラズベリーなどのジャ
ムとは一味違った濃厚な風味を楽しめる。　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　（荒谷　博）
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編集後記
「バイオの散歩道　第14号」をお届け致します。本誌は、農学部の広報誌として、学部所属教員の大学における特色ある教育や最新の研
究内容、社会・地域貢献の情報などを、読者の皆様にできるだけ分かりやすくお伝えするように心掛けております。これからも「食料、環
境、生命」の3つのキーワードの幅広い分野から、それぞれの専門家が鋭意執筆して参ります。農学部の取り組みに関心を持って頂けますよ
う、読者の皆様からも、本誌に対するご要望やご感想をお寄せ頂ければ幸いです。　　　　　　　　　　　　 （第14号編集担当・元木　悟）

海外農業研修のすすめ
国際農業者交流協会のドイツ語講師の立場から
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写真1：農業研修生を対象にしたドイツ語授業のひとこま
　　　 （2013年10月、茨城県水戸市の日本農業実践学園にて）

から語学を学ぶため、格変化や動詞の変化に戸惑う者も多

く、講師も悪戦苦闘の連続である。しかし渡航を控えた彼らの

意識は高く、10月には全く話せなかった研修生が、待機期間

中に独力で奮闘し、2月には日常生活に支障のないドイツ語

力を身に付けていることもある。

もちろん、研修先では誰しも語学の壁に直面するし失敗も

するが、多くの研修生はそれを乗り越えて充実した実習を終

え、1年後に大きく成長して帰ってくる。海外離れが叫ばれる

今だからこそ、ぜひ多くの若者に欧州の農業の現場を肌で

感じて来てほしいと願う次第である。詳しくは同協会のホーム

ページhttp://www.jaec.org/も参照されたい。




